
�
�
�
�

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
赤
松
氏
と
山
城
班
で
は
、
平
成

27
年
か
ら
前
期
赤
松
氏
に
つ
い
て
、
文
献
史
料
・
考
古
資

料
だ
け
で
な
く
、
城
館
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て
、
学
際

的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。
城
館
に
つ
い
て
、
佐
用
郡
上

郡
町
所
在
の
赤
松
居
館
跡
の
発
掘
調
査
と
、
た
つ
の
市
所

在
の
城
山
城
跡
の
見
直
し
に
よ
る
、
南
北
朝
期
の
城
館
跡

の
実
態
解
明
と
い
う
点
で
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
。

赤
松
氏
の
城
館
に
つ
い
て
、
前
期
赤
松
氏
の
拠
点
で
あ

る
赤
松
居
館
跡(

佐
用
郡
上
郡
町)

の
発
掘
調
査
を
行
い
、

居
館
の
築
城
開
始
が
赤
松
円
心
期
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
後

継
続
し
て
複
数
回
の
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た

(

１)

。
こ
の
成
果
に
よ
り
、
赤
松
居
館
跡
が
文

献
史
学
で
語
ら
れ
て
き
た

｢

赤
松｣

で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
戦
国
期
に
偏
重
し
て
い

た
守
護
所
研
究
に
対
し
て
、
室
町
前
期
の
守
護
所
の
あ
り

方
の
実
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
城
山
城
跡
の
調
査
で
は
、
詳
細
な
分
布
調
査
と

平
面
構
造
の
見
直
し
に
よ
り
、
先
行
す
る
古
代
山
城
を

｢

下
敷
き｣

に
し
て
、
赤
松
氏
が
南
北
朝
期
に
改
修
を
行
っ

て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た

(

２)

。
ま
た
、
南
北
朝
期
の

｢

志
染
軍
陣｣

に
比
定
さ
れ
る
、
三
木
市
所
在
の
吉
田
住

吉
山
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
大
規
模
な
横
堀
が

出
土
遺
物
に
よ
っ
て
南
北
朝
期
に
遡
る
こ
と
か
ら
、
城
山

城
跡
に
見
ら
れ
る
横
堀
も
当
該
期
の
所
産
で
あ
る
と
推
測

で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
る

(

３)

。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
城
館
跡
の
調
査
か
ら
、
前
期
赤
松

氏
の
研
究
、
こ
と
に
従
来
戦
国
期
を
中
心
と
し
て
い
た
城
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館
研
究
に
と
っ
て
、
一
九
九
〇
年
か
ら
停
滞
し
て
い
た
南

北
朝
期
の
城
館
の
調
査
を
推
し
進
め
た
点
で
、
意
義
深
い

も
の
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
南
北
朝
期
の
城
館

研
究
を
更
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
近
年
兵
庫
県

が
公
開
し
た
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
用
い
た
検
討
を
行
う
。
高

精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
か
ら
作
成
し
た
立
体
図
や
等
高
線
図
と
、
縄

張
図
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
城
館
研
究
へ
の
高
精

度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
活
用
の
効
果
と
課
題
を
論
じ
、
今
後
の
展
開
手

法
を
提
起
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

(

１)

高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
定
義
と
既
往
の
活
用

本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
と
は
、｢

�
��

���
�
�
�	


�
���

�


�
�
	�｣

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、

日
本
語
で
は

｢

数
値
標
高
モ
デ
ル｣

と
言
わ
れ
、
地
表
面

を
等
間
隔
の
正
方
形
に
区
切
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
方
形
に

中
心
点
の
標
高
値
を
持
た
せ
た
デ
ー
タ
で
あ
る

(

４)

。
ち
ょ
う

ど
正
方
形
が
網
模
様
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
メ
ッ
シ
ュ
と

呼
ば
れ
、
１
つ
の
正
方
形
の
幅
を
取
っ
て
、｢

◯
ｍ
メ
ッ

シ
ュ
Ｄ
Ｅ
Ｍ｣

と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

従
来
の
地

形
図
作
成
で

は
、
現
地
に

基
準
と
な
る

標
定
点

(

水

平
位
置
や
標

高
の
基
準
と
な
る
点)

を
設
置
し
、
そ
れ
ら
が
写
り
込
ん

だ
空
中
写
真
を
撮
影
し
、
立
体
視
す
る
こ
と
で
、
地
形
や

標
高
を
割
り
出
し
、
等
高
線
を
描
く
方
法
が
主
流
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
山
林
な
ど
の
樹
木
が
生
育
し
て
い
る
山

地
で
は
大
ま
か
な
等
高
線
し
か
描
く
こ
と
が
で
き
ず
、
支

尾
根
や
尾
根
頂
部
の
地
形
の
把
握
が
困
難
に
な
る
場
合
が

多
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
は
、
航
空
機
等
に
搭
載
し
た

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
か
ら
地
上
に
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
し

て
得
ら
れ
た
点
群
を
も
と
に
図
を
作
成
す
る
。
作
成
す
る

図
の
性
格
に
も
よ
る
が
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

標
高
値
を
持
つ
点
群
を
は
、
何
千
〜
何
万
に
も
上
る
た
め
、
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航
空
写
真
の
立
体
視
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
標
高
値
を
取

得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
登
場
と
、
赤
色
立
体
地
図
や
Ｃ
Ｓ
立
体
図
の

よ
う
な
立
体
図
作
成
な
ど
の
Ｄ
Ｅ
Ｍ
活
用
の
手
法
が
見
出

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
等
高
線
と
い
う
線
画
で
一
般
的
に
表
現

さ
れ
て
い
た
地
形
に
つ
い
て
、
よ
り
微
細
な
起
伏
ま
で
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

(

５)

。

文
化
財
の
分
野
で
、
赤
色
立
体
地
図
が
実
装
さ
れ
た
の

は
、
二
〇
一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所
に
よ
る
箸
墓
・
西
殿
塚
古
墳
で
の
測
量
成
果
で
あ

る
。
従
来
の
等
高
線
を
用
い
た
図
や
、
陰
影
を
つ
け
た

｢

絵｣

で
し
か
表
現
で
き
な
か
っ
た
微
細
な
地
形
を
２
次

元
で
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

(

６)

。
こ
の
報
道
発
表

後
、
文
化
財
調
査
に
お
い
て
、
赤
色
立
体
地
図
は
一
種
の

ト
レ
ン
ド
と
な
り
、
各
地
の
遺
跡
で
赤
色
立
体
地
図
の
作

成
が
進
ん
で
い
る(

兵
庫
県
内
で
は
、
洲
本
市
・
淡
路
市
・

宍
粟
市
・
西
宮
市
・
姫
路
市
・
朝
来
市
等
で
使
用
さ
れ
て

い
る)

。

(

２)

兵
庫
県
で
の
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
整
備

国
土
地
理
院
で
は
平
成
20
年

(

二
〇
〇
八
年)

か
ら
全

国
土
の
10
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
、
平
成
24
年

(

二
〇
一
二
年)

か

ら
は
全
国
土
の
５
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
整
備
・
公
開
し
て
い
る

(

７)

。

こ
れ
ら
の
公
開
に
よ
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
の
ソ
フ
ト
で
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
地
形
デ
ー
タ
が
整
っ
た
。
た
だ
し
、
よ
り

高
い
精
度
を
持
つ
５
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
は
都
市
部
あ
る
い
は
市
街

地
に
特
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
以
外
の
地
域
、
特
に
山

地
で
は
測
量
デ
ー
タ
そ
の
も
の
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
城
館
跡
の
う
ち
山
城
で
は
利
用
で
き
な
い
場

合
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
測
量
方
法
も
航
空
レ
ー
ザ
ー
測

量
に
よ
る
も
の
と
、
写
真
測
量
に
よ
っ
て
生
成
し
た
２
次

的
な
も
の
の
２
種
類
が
あ
り
、
後
者
は
前
者
に
比
べ
圧
倒

的
に
デ
ー
タ
の
精
度
が
粗
い
た
め
、
地
表
面
に
顕
在
す
る

遺
構
を
把
握
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
兵
庫
県
で
は
、
令
和
元
年

(

二
〇
一

九
年)

か
ら
県
土
全
域
の
１
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
公
開

し
て
い
る

(

８)

。
国
土
地
理
院
の
デ
ー
タ
公
開
後
、
長
野
県
や

静
岡
県
、
岐
阜
県
で
は
測
量
し
た
１
ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
に
基
づ
く

Ｃ
Ｓ
立
体
図
の
公
開
を
行
っ
て
い
た
が
、
ラ
ス
タ
ー
画
像

の
公
開
の
み
で
あ
り
、
国
土
地
理
院
と
同
じ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
自
体

を
公
開
し
た
の
は
全
国
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
さ
ら
に

令
和
５
年(
二
〇
二
三
年)

か
ら
は
、
山
間
部
の
50
㎝
メ
ッ
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シ
ュ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
公
開
を
開
始
し
た

(

９)

。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
県

土
全
域
で
、
上
記
の
国
土
地
理
院
の
Ｄ
Ｅ
Ｍ
よ
り
も
遥
か

に
高
精
度
の
Ｄ
Ｅ
Ｍ
デ
ー
タ
を
無
償
で
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�


�
�

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
た
つ
の
市
所
在
の
城
山
城
跡
を
事

例
に
、
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
か
ら
作
成
し
た
立
体
図
及
び
等
高

線
図
と
縄
張
図
と
の
比
較
を
行
い
、
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
利

用
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

(

１)

高
い
解
像
度
の
地
形
表
現

巻
頭
図
１
は
、
国
土
地
理
院
の
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
Ｄ
Ｅ
Ｍ

を
用
い
て
作
成
し
た
立
体
図
、
巻
頭
図
２
が
兵
庫
県
１
ｍ

メ
ッ
シ
ュ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
用
い
て
作
成
し
た
立
体
図
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
図
も
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
も
と
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ソ
フ
ト
で
処

理
し
、
立
体
図
と
し
て
表
現
し
た

(

�)

。
赤
色
が
標
高
が
高
く
、

青
色
が
標
高
が
低
い
こ
と
を
表
し
、
陰
影
が
濃
い
箇
所
が

急
傾
斜
、
薄
い
箇
所
が
緩
傾
斜
で
あ
る
。

一
見
し
て
巻
頭
図
１
の
解
像
度
が
低
く
、
巻
頭
図
２
の

解
像
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
両
図
の
差
は
、
端
的
に

内
包
す
る
デ
ー
タ
量
の
差
で
あ
り
、
図
１
の
元
に
な
っ
た

５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
と
図
２
の
１
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
Ｄ
Ｅ
Ｍ

で
は
、
内
包
す
る
デ
ー
タ
量
に
し
て
約
25
倍
の
差
が
あ
る

た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
頭
図
１
で
は
か
ろ
う
じ
て
尾
根
筋
、
谷
筋
が

看
取
で
き
る
も
の
の
、
北
側
の
横
堀
や
南
東
部
の
曲
輪
群

を
図
か
ら
読
み
解
く
こ
と
は
難
し
い
。
城
域
に
あ
た
る
図

中
央
部
分
は
ぼ
ん
や
り
と
赤
く
な
っ
て
お
り
、
城
域
内
部

に
大
き
な
標
高
差
は
無
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
対
し

て
巻
頭
図
２
で
は
、
尾
根
筋
や
谷
筋
を
明
瞭
に
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
北
側
の
横
堀
や
南
東
部
の
曲
輪
群

の
存
在
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
城
域
内
部
の
標
高

差
に
つ
い
て
も
明
瞭
に
差
が
現
れ
て
お
り
、
城
域
内
部
に

大
き
な
起
伏
が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

曲
輪
群
の
東
西
に
広
が
る
頂
部
が
高
く
、
曲
輪
群
が
そ
れ

ら
の
斜
面
地
や
鞍
部
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
メ
ッ
シ
ュ
が
細
か
く
な
る
＝

解
像
度
が
高
く
な
る
、
こ
と
で
、
城
域
全
体
を
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
な
が
ら
、
城
域
を
取
り
巻
く
地
形
環
境
も
同
一
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の
解
像
度
で
読
み
解
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

(
２)
ケ
バ
に
拠
ら
な
い
遺
構
の
図
化

現
在
の
城
館
研
究
の
主
流
を
な
す
地
表
面
観
察
に
よ
る

城
館
跡
の
平
面
構
造
分
析
の
た
め
の
図
面
と
な
る
の
が
、

縄
張
図
で
あ
る
。
縄
張
図
は
、
城
館
跡
に
残
る
地
形
の
凹

凸
を
遺
構
と
読
み
替
え
、
エ
ス
ロ
ン
テ
ー
プ
や
レ
ン
ジ
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
、
レ
ー
ザ
ー
測
距
器
と
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
測

量
し
、
概
ね
一
〇
〇
〇
分
の
一
の
縮
尺
で
、
ケ
バ
を
用
い

て
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
方
位
と
距
離
を
用
い
て
測
量

す
る
こ
と
か
ら
、
簡
易
な
測
量
を
伴
う
主
題
図
の
一
つ
で

あ
る
。
縄
張
図
は
、
遺
構
の
形
態
を
捉
え
る
こ
と
に
特
化

し
た
遺
構
配
置
図
で
あ
り
、
遺
構
の
平
面
形
の
う
ち
傾
斜

変
換
点
を
線
で
、
傾
斜
を
ケ
バ
の
粗
密
や
段
数
で
記
号
化

し
て
図
化
す
る
こ
と
で
、
等
高
線
で
は
表
現
し
に
く
い
遺

構
の
縁
辺
部
や
、
遺
構
同
士
の
組
み
合
い
方
を
表
現
し
て

い
る
。

そ
も
そ
も
赤
色
立
体
地
図
や
Ｃ
Ｓ
立
体
図
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
立
体
図
は
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
用
い
て
地
形
を
彩
度
や

明
度
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

(

ラ
ス
タ
ー)

で
表
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
線
画
で
は
不
可
能
な
地
形
の
視

覚
的
・
直
感
的
な
表
現
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
元
に
し
た
立
体
図
は

高
い
解
像
度
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
地
形
の
凸
凹
そ
の
も

の
を
図
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

巻
頭
図
２
を
見
る
と
、
城
山
城
跡
の
北
側
の
横
堀
や
、

南
側
の
曲
輪
群
の
形
態
を
明
瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
地
形
の
凸
凹
そ
の
も
の
を
表
現

で
き
る
立
体
図
は
、
縄
張
図
が
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
も

の
自
体
を
表
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
地
形
を
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
だ
け
で
あ
り
、
ど
の
遺
構
を
城
館
跡
の
遺
構
と
す
る
か

と
い
う
解
釈
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
だ
。

立
体
図
が
表
現
す
る
も
の
は
あ
く
ま
で
地
形
で
あ
り
、
城

館
跡
の
遺
構
の
み
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

現
地
で
の
地
表
面
観
察
や
城
館
と
し
て
の
遺
構
の
解
釈
は
、

ど
れ
ほ
ど
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
が
整
備
さ
れ
て
も
必
須
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

ま
た
、
併
せ
て
、
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を
用
い
た
立
体
図
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
表
現
し
き
れ
て
い
な
い
城
域
内
外
の

空
閑
地

(

��
の
表
現
も
可
能
と
な
っ
た
。

縄
張
図
で
は
具
体
的
な
遺
構
が
あ
る
こ
と
や
、
遺
構
が
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存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
に
、
ケ
バ
に
よ
る
地
形
表

現
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、(

あ
く
ま
で
地
表
面
か
ら
の
観

察
の
み
で
あ
る
が)

空
閑
地
で
は
ケ
バ
に
よ
る
表
現
が
行

え
な
い
。
城
山
城
で
あ
れ
ば
、
曲
輪
群
の
あ
る
地
点
の
東

西
の
尾
根
頂
部
に
は
遺
構
が
存
在
し
な
い
た
め
、
縄
張
り

図
で
は
図
中
に

｢
ぽ
っ
か
り
と｣

空
白
が
生
じ
て
い
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
空
閑
地
で
あ
っ
て
も
城
館
跡
に
関
連
す
る

も
の
は
図
化
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ケ
バ
図
で
書
き
表
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
等
高
線
を
入
れ
る
、
も
し
く
は
空
白
と

し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
立
体
図
で
は
空
閑
地
で
あ
っ

て
も
地
形
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、
城
域
全
体
を
総

合
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



(

１)

立
体
図
及
び
等
高
線
図
か
ら
み
た
城
山
城
跡

図
２
の
１
ｍ
等
高
線
で
も
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
城
山

城
跡
の
城
外
と
城
内
の
区
別
は
明
瞭
で
あ
る
。
基
本
的
に

は
等
高
線
が
粗
と
な
っ
て
い
る
地
点
が
城
内
で
、
密
と
な
っ

て
い
る
地
点
が
城
外
に
該
当
す
る
。
こ
の
図
か
ら
は
、
①

城
山
城
跡
が
東
西
二
面
で
は
急
峻
な
斜
面
と
痩
せ
た
支
尾

根
か
ら
な
る
場
所
で
あ
る
こ
と
、
②
南
北
方
向
に
主
た
る

尾
根
線
が
伸
び
る
山
塊
の
三
つ
の
頂
部
か
ら
な
る
占
地
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
③
南
北
方
向
に
は
東
西
両
面
に
比
べ

て
、
緩
傾
斜
で
尾
根
頂
部
や
谷
底
の
幅
が
広
い
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
南
北
の
端
部
付
近
に
は
北
側
で
横
堀
が
、
南

側
で
曲
輪
群
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
遺
構
群
の
位
置
や
占
地
の
状
況
か
ら
、
城
山
城

で
は
南
北
の
尾
根
続
き
や
谷
底
が
主
た
る
防
御
正
面
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
側
で
は
緩
傾
斜
の
谷
の
谷
頭
に
大

規
模
な
横
堀

(

図
２
の
１)

を
設
け
、
そ
の
南
側
に
あ
た

る
標
高
四
五
七
ｍ
の
頂
部
と
つ
な
が
る
斜
面
は
城
内
で
も

一
番
急
な
傾
斜
を
持
つ
切
岸
と
し
、
城
域
外
か
ら
容
易
に

進
入
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
南

側
で
は
北
側
の
よ
う
な
大
規
模
な
防
御
施
設
で
は
な
く
、

曲
輪
群

(

図
２
の
２)

を
配
置
し
て
兵
の
合
戦
時
の
駐
屯

地
と
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

ま
た
標
高
四
五
七
ｍ
の
頂
部
と
、
標
高
四
五
一
ｍ
の
頂

部
を
結
ぶ
鞍
部
西
側
に
は
、
城
域
内
で
は
比
較
的
広
い
面

積
を
持
つ
緩
傾
斜
が
東
か
ら
西
へ
と
伸
び
西
端
で
城
外
に

開
口
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
土
塁
な
ど
の
防
御
施
設
は
設

け
な
い
代
わ
り
に
、
先
行
す
る
古
代
山
城
の
石
塁

(

図
２
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の
Ｃ)

が
開
口
部
を
１
ｍ
以
上
の
段
差
で
閉
塞
し
て
い
の

を
再
利
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
城
山
城
跡
で
は
、
南
北
の
尾
根
続
き
に

対
し
防
御
施
設
や
曲
輪
を
新
た
に
設
け
、
東
西
で
は
天
険

を
頼
み
と
す
る
他
に
、
先
行
す
る
古
代
山
城
の
石
塁
な
ど

(

図
２
の
Ａ
・
Ｂ)
を
再
利
用
し
、
防
御
施
設
の
構
築
を

省
略
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

(

２)

城
山
城
跡
か
ら
見
た
南
北
朝
期
の
城
館

城
山
城
跡
に
見
ら
れ
る
防
御
施
設
の
構
築
や
曲
輪
の
配

置
、
城
内
の
三
分
の
二
近
い
面
積
が
自
然
地
形
の
ま
ま
で

あ
る
点
は
、
戦
国
期
の
城
館
跡
の
平
面
構
造
と
は
異
な
る

点
が
多
い
。
戦
国
期
の
城
館
跡
で
は
、
城
域
内
の
最
高
所

に
主
郭
を
設
け
、
そ
こ
か
ら
階
段
状
に
下
位
の
曲
輪
を
設

け
、
城
域
内
部
を
防
御
施
設
と
曲
輪
で
埋
め
尽
く
す
こ
と

に
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
両
者
の
平
面
構
造
の
違
い
を
先
行
研
究
で
は
、
南

北
朝
時
代
の
城
館
に
固
有
の
性
質
と
捉
え
、
阿
津
賀
志
山

防
塁
や
元
寇
防
塁
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
防
塁
・
阻
塞
類
に

陣
地
を
付
与
し
た
純
軍
事
的
な
施
設
と
位
置
づ
け
、
南
北

朝
期
の
城
館
の
登
場
を
中
世
城
郭
史
上
で
の

｢

山
城
の
出

現｣

と
評
価
し
た

(

�)

。

そ
し
て
、
南
北
朝
期
の
山
城
の
平
面
構
造
の
特
徴
と
し

て
、(

戦
国
期
に
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
国
的

に
事
例
が
少
な
い
と
し
な
が
ら)

①
比
高
が
高
い
天
険
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
、
②
単
純
な
曲
輪
構
造
で
、
堀
切
や

切
岸
を
主
体
と
し
た
③
粗
放
な
防
御
施
設
で
あ
る
こ
と
、

④
寺
院
の
転
用
が
多
い
こ
と
、
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
特

徴
を
有
す
る
背
景
と
し
て
、
所
領
支
配
に
か
か
る
恒
久
的

な
築
城
で
は
な
く
、
広
域
な
作
戦
の
た
め
の
臨
時
的
な
築

城
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
城
山
城
跡
に
見

ら
れ
る
横
堀
に
つ
い
て
は
、
村
田
・
角
田
両
氏
と
も
に
規

模
や
構
造
か
ら
戦
国
期
の
改
修
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
の
見
解
に
対
し
、
近
年
山
上
雅
弘
氏
と
中
井
均
氏
は
、

三
木
市
所
在
の
吉
田
住
吉
山
遺
跡
や
京
都
府
木
津
川
市
所

在
の
笠
置
寺
で
見
つ
か
っ
た
南
北
朝
期
の
大
規
模
な
空
堀
、

大
阪
府
千
早
赤
阪
村
所
在
の
誕
生
地
遺
跡
の
多
重
堀
に
着

目
し
て
、
南
北
朝
期
の
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
、
当
該
期

の
城
館
が
持
つ
防
御
施
設
が
単
純
粗
放
な
も
の
で
は
な
い

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。

本
稿
の
検
討
で
は
南
北
朝
期
の
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し

て
平
面
構
造
を
叙
述
し
た
が
、
発
掘
調
査
事
例
で
の
類
例
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が
限
ら
れ
る
こ
と
、
地
表
面
観
察
だ
け
で
は
南
北
朝
期
の

城
館
跡
を
判
断
で
き
ず
、
当
該
期
の
防
御
施
設
の
あ
り
方

が
判
然
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
城
山
城
跡
の
横
堀
を
南
北

朝
期
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
か
、
ひ
い
て
は
南
北
朝
期
の

城
館
が
持
っ
て
い
た
防
御
施
設
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
慎

重
な
取
り
扱
い
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
縄
張
図
や
従
来
の

等
高
線
図
で
は
、
表
現
し
得
な
か
っ
た
地
ぼ
う
表
現
が
可

能
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
平
面
構
造
の
読
み
込
み
の

更
な
る
深
化
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
形
を
含
め
た

遺
跡
と
し
て
の
城
館
跡
の
分
析
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
南
北
朝
期
の
城
館
跡
は
類
例
が
少
な
く
、

遺
構
の
み
で
結
論
が
出
な
い
こ
と
か
ら
、
南
北
朝
期
の
城

館
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
城
館
跡
だ
け
で
は
な
く
、
当
該

期
の
戦
闘
や
戦
争
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

�
�
�
�
�
�

前
章
を
踏
ま
え
次
の
二
つ
の
軍
忠
状
か
ら
、
南
北
朝
期

の
攻
城
戦
の
一
例
を
考
察
し
て
み
た
い
。

Ａ

藤
原
兼
宗
軍
忠
状

(

�)

石
見
国
周
布
郷
惣
領
地
頭
御
神
本
彦
次
郎
藤
原
兼

宗
申
軍
忠
事

去
三
月
十
六
日
奉
属
御
手
、
同
晦
日
攻
上
播
州
赤

松
城
大
手
南
面
城
戸
口
致
合
戦
、
同
四
月
一
日
二
日

四
日
十
一
日
十
七
日
、
抽
抜
群
軍
忠
之
時
、
自
身
被

疵
左
手
被
射
畢
、
就
中
同
四
月
四
日
後
巻
御
敵
当
寄

来
之
間
、
最
前
馳
向
、
召
進
生
虜
一
人
之
間
、
則
被

誅
畢
、
加
之
承
峯
役
所
警
固
、
従
四
月
二
日
至
同
廿

三
日
、
無
退
転
令
勤
仕
畢
、
此
等
次
第
御
検
知
之
上

者
、
賜
御
證
判
、
可
備
向
後
亀
鏡
候
、
以
此
旨
可
有

御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言

Ｂ

島
津
忠
兼
軍
忠
状

(

�)

島
津
周
防
五
郎
三
郎
忠
兼
申
、
自
最
初
楯
籠
当
城

槨
、
一
族
相
共
令
勤
仕
所
々
役
所
、
合
戦
之
時
者
、

馳
向
于
方
々
責
口
毎
度
抽
軍
忠
候
了
、
且
五
月
三
日

中
細
尾
合
戦
之
時
、
若
党
三
村
観
性
房
被
疵

左
手

射
疵
了
、
同
十
七
日
於
中
細
尾
同
観
性
房
被
疵

左

本
頚
射
疵
畢
、
赤
松
雅
楽
助
於
戦
場
見
知
之
上
城
中

無
其
隠
候
者
也
、
早
一
見
之
判
、
可
備
後
証
之
由
相
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存
候
、
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言

Ａ
・
Ｂ
と
も
に
建
武
三
年

(

一
三
三
六
年)

三
月
末
か

ら
の
新
田
義
貞
に
よ
る
赤
松
城

(

＝
白
旗
城)

攻
め
に
か

か
る
、
Ａ：
攻
め
手
、
Ｂ：

守
り
手
の
軍
忠
状
で
あ
る
。

Ａ
の
軍
忠
状
か
ら
は
、
赤
松
城
攻
城
戦
が
、
三
月
晦
日

｢

大
手
南
面
城
戸
口｣
合
戦
↓
四
月
一
日

｢

峯
役
所｣

警

固

(

至
二
三
日
ま
で)
↓
二
度
の
合
戦

(

一
日
・
二
日)

↓
四
日

｢

後
巻
御
敵｣

来
襲
↓
二
度
の
合
戦

(

十
一
日
・

十
七
日)

↓
二
三
日

｢

峯
役
所｣
警
固
終
了
と
推
移
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
守
り
手
で
あ
る
Ｂ
の
軍
忠
状
か
ら
は
、
三
月
晦

日

(｢

自
最
初
楯
籠｣)

か
ら
城
内
側
の
役
所
で
勤
仕
↓
五

月
三
日｢

中
細
尾
合
戦｣

↓
一
七
日｢

中
細
尾｣
で
合
戦
、

と
推
移
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
つ
の
軍
忠
状
か
ら
は
、
南
北
朝
期
の
攻
城
戦
で
は
、

峯
上
が
戦
場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
攻
城
戦
の
間

は

｢

役
所｣

に
詰
め
て
い
た
こ
と
、
攻
め
手
守
り
手
双
方

に
弓
矢
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
述
の
城
山
城
跡
の
平
面
構
造
で
筆
者
は
南
北
の
尾
根

続
き
に
対
し
て
防
御
施
設
を
設
け
て
い
る
と
述
べ
た
。
あ

く
ま
で
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
回
の
軍
忠
状
の
例
か
ら

見
え
る
南
北
朝
期
の
攻
城
戦
の
あ
り
方
か
ら
は
、
城
山
城

跡
の
横
堀
が
当
該
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
左
の
一
つ

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
今
回
の
一
例

の
み
で
一
般
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
文
献
史
料
を
集

成
し
、
南
北
朝
期
の
戦
闘
や
戦
争
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

こ
と
が
、
今
後
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

(

１)

上
郡
町
教
育
委
員
会

『

赤
松
居
館
跡
１

範
囲
確
認
調
査

報
告
書』

(

二
〇
二
二
年)

。

(

２)

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

『

兵
庫
歴
史
研
究
室
研
究
成
果
発

表
フ
ォ
ー
ラ
ム

赤
松
氏
研
究
の
新
展
開』

発
表
資
料
、
二

〇
二
二
年)

。

(

３)

山
上
雅
弘

｢

城
郭
か
ら
見
た
兵
庫
の
南
北
朝
時
代｣

(
『

歴

史
研
究』

第
七
〇
一
号
、
戎
光
祥
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
二

二
年)

・
同

｢

中
世
山
城

『

播
磨
城
山
城』

再
論｣

(
『

西
国

城
館
論
集
Ⅰ』

中
国
・
四
国
地
区
城
館
調
査
検
討
会
編
、
二

〇
〇
九
年)

。

(
４)

国
土
地
理
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：�

���
���

�
�
�
�
	

��	


�
	
�

�
�
��

�
�
�
��

�
�
�
	�
��

�

。

(

５)
千
葉
達
郎

｢

赤
色
立
体
図
こ
と
は
じ
め｣

(
『

日
本
火
山
学

会
予
稿
集
二
〇
一
七
年
度

秋
季
大
会』

二
〇
一
七
年
及
び

戸
田
堅
一
郎

｢

曲
率
と
傾
斜
に
よ
る
立
体
図
法

(

Ｃ
Ｓ
立
体
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図)

を
用
い
た
地
形
判
読｣

(
『

森
林
立
地』

五
六
巻
二
号
、

森
林
立
地
学
会
、
二
〇
一
四
年)

。

(
６)
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
ア
ジ
ア
航
測

｢

箸
墓
・
西
殿
塚
古

墳
赤
色
立
体
地
図
の
作
成｣

(

報
道
発
表
資
料
、
二
〇
一
二
年)

。

(

７)

国
土
地
理
院

｢

高
精
度
な
数
値
標
高
デ
ー
タ
の
公
開
に
つ

い
て｣

(
記
者
発
表
、
二
〇
一
二
年)

。

(

８)

兵
庫
県

｢
全
国
初

｢

全
県
土
分
の
高
精
度
３
次
元
デ
ー
タ｣

の
公
開
に
つ
い
て｣

(
記
者
発
表
資
料
、
二
〇
一
九
年)

。

(

９)

兵
庫
県

｢

山
間
部
の
50
㎝
メ
ッ
シ
ュ
３
次
元
デ
ー
タ｣

の

公
開
に
つ
い
て｣

(

記
者
発
表
資
料
、
二
〇
二
三
年)

。

(

10)

立
体
図
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、
永
惠
裕
和

｢

文
化
財

調
査
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用｣

(
『

奈
良
文
化
財
研
究
所
研

究
報
告
第
24
冊
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
文
化
財
情
報
の
記
録

と
利
活
用
２』

二
〇
二
〇
年)

。

(

11)

こ
こ
で
言
う
空
閑
地
は
曲
輪
内
部
の
よ
う
な
平
坦
面
で
は

な
く
、
曲
輪
も
含
め
た
遺
構
が
存
在
し
な
い
地
点
全
体
を
指

す
。

(

12)

村
田
修
三

｢

中
世
の
城
館｣

(
『

講
座
日
本
技
術
の
社
会
史

第
六
巻

土
木』

永
原
慶
二
ほ
か
編
、
日
本
評
論
社
、
一

九
八
四
年)

・
村
田
修
三

｢

戦
国
期
の
城
郭
―
山
城
の
縄
張
り

を
中
心
に
―｣
(
『

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

第
８

集』

一
九
八
五
年)

・
村
田
修
三

｢

城
の
発
達｣

(『

図
説
中
世

城
郭
事
典』

第
二
巻
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
七
年)

・
角

田
誠

｢

近
畿
地
方
に
お
け
る
南
北
朝
期
の
山
城｣

(
『

中
世
城

郭
研
究
論
集』

村
田
修
三
編
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇

年)

。

(

13)

註

(

３)

山
上
論
文
及
び
中
井
均

｢

山
城
の
出
現
ー
楠
木

正
成
築
城
の
再
評
価｣

(
『

歴
史
研
究』

第
七
〇
一
号
、
戎
光

祥
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
二
二
年)

。

(

14)

延
元
元
年

(

一
三
三
六)

四
月
二
三
日

藤
原
兼
宗
軍
忠

状

(｢

萩
藩
閥
閲
録

百
廿
一
ノ
一

周
布
吉
兵
衛｣)

。

(

15)

建
武
三
年

(

一
三
三
六)

五
月
一
九
日

島
津
忠
兼
軍
忠

状

(｢

越
前
島
津
家
文
書｣

『

龍
野
市
史』

第
四
巻)

。

(

16)

先
行
研
究
と
し
て
、
錦
織
勤

｢

中
世
に
お
け
る
山
城
築
城

技
術
の
進
歩
に
つ
い
て｣

(『

鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告

人
文
社
会
科
学』

第
46
―
１
、
一
九
九
三
年)

や
、
齋
藤
慎

一

｢

南
北
朝
内
乱
と
城
館
―
一
三
三
〇
年
代
の
様
相
―｣

(『

城
館
と
中
世
史
料』

、
高
志
書
院
、
二
〇
一
五
年)

。
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